
各種システムの利用手引き

本資料はHP公開用のため、一部内容を非公開として
います。完全版は教務ポータル内の“授業時間表・
マニュアル”から閲覧・ダウンロードが可能です。

（62ページなどをご参照ください。）

また、修学支援課・陽東学務課の窓口でも
ご覧いただけます。
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はじめに

本紙は、これから皆さんが宇都宮大学での学生生活を送っていくにあたって必要となる各種シス

テムの利用方法（特に初期設定）についてご案内するものです。

学生生活では“履修する授業の登録”“教材の閲覧”“レポートの提出”“大学や教員からの連

絡の確認”“就職活動”など、様々な場面でシステムを利活用する機会に遭遇します。学生生活で

必須となる各種システムの利用方法などについて、本紙と資料により説明していきます。

また、各種のシステムにはインターネットを利用することから、“個人情報の漏洩”“ウイルス

の感染”“フィッシング”など、多くの危険が伴います。システムにアクセスする際には正しい手

順を踏み、必ずURLを確認するなどして、偽サイトなどにアクセスしないように注意する必要があり

ます。セキュリティ対策については「２ セキュリティに関する注意事項」に詳細を掲載していま

すので、必ずご確認ください。

本紙が、皆さんの学生生活を充実させるための一助となれば幸いです。

ご入学おめでとうございます。

統合認証システムとは？

各システムへのログインを一括
で管理するものです。IDとパス
ワードはアカウント通知書に記載
されていますので、紛失しないよ
うに十分に注意してください。

教務ポータルとは？

“履修登録”“成績の確認”“休講情報
や大学から連絡の確認”などに使用します。
毎日必ずチェックするようにしてください。

C-Learningとは？

“授業で使う教材の閲覧”
“レポートの提出”
“出席確認”などで使用します。

Microsoft365とは？

Word、Excel、PowerPointなどを
利用することができます。

また、オンライン講義ではTeams、
学内メールでOutlookを使用します。

UU Career Naviとは？

就職支援システムです。
“求人情報の検索・閲覧”やキャリ

アセンターが実施している“各種ガイ
ダンス・キャリア進路相談の予約”な
どができます。

各種システムの概要



使用例（スケジュール）

月 予定

4月
前期授業時間表公開
前期履修登録期間

5月

6月

7月

8月

9月 前期成績公開

10月
後期授業時間表公開
後期履修登録期間

11月

12月

1月

2月

3月 後期成績公開

 教務ポータルをチェックしてその日の
休講情報や大学からの連絡などを確認

1日のスケジュール(例)

 授業で使用する教材をC-Learningで
ダウンロード

 お昼休みの間に UU Career Naviで
キャリア進路相談を予約

 午後の授業はMicrosoft Teamsで
オンライン授業に参加

 C-Learningでレポートを提出

 教務ポータルで翌日の時間割を確認

１

年間スケジュール

授業評価アンケートへの回答
(7月下旬～8月上旬頃)

授業評価アンケートへの回答
(1月下旬～2月上旬頃)

★･･･使用するシステム

★教務ポータル

★教務ポータル

★教務ポータル

★教務ポータル

前期授業期間 ★C-Learning・Teams

後期授業期間 ★C-Learning・Teams

★教務ポータル

セキュリティ・著作権に関する注意事項２

ウイルス対策ソフトをインストールしてください。
見知らぬ差出人や不明なアドレスからのメールは開かない。特に添付ファイルやリンクは絶対に開かない。
USBメモリ等の記憶媒体は、ウイルスを媒介してしまう可能性もあるので取扱いには十分に注意する。

(出自不明なUSBメモリを不用意にPCへ差し込まない 等)
WEBサイトについて、公式のものに類似した偽サイトが急増しているので、URLを必ず確認する。

パスワード

国民のためのサイバーセキュリティサイト（総務省）にアクセスし、
「基礎知識」を必ず一読してください。

URL：https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/cybersecurity/kokumin/index.html

 単語や生年月日等の推測されやすい文字列を並べない。
 家族、友人を含む自分以外の人に教えない、他人の目に触れる場所に保管しない。
 多要素認証を設定することで認証強化する。

ウイルス対策

セキュリティの知識

著作権

授業で使用する教材の著作権は、教員や出版社等にあります。
ダウンロードしたからといって皆さんに著作権がうつることはありません。

無断でＳＮＳや別のサイトにアップロードしたり、家族や友人に配布したりすることは 違法行為 です。

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/cybersecurity/kokumin/index.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/cybersecurity/kokumin/index.html


Microsoft365はインストールされていますか？

スマートフォンで
設定を行う場合でも
Microsoft365の設定
は必ず行う必要が
あります。
初回授業開始までに
資料1～5を参考に
ノートPCで設定を
完了させてください。

注意

システム利用開始までの流れ３
何を使ってシステムの設定を行いますか？

学内Wi-Fiに接続する【資料1】(p.8)

アカウントを大学アカウントに切り替える【資料4】(p.21)

Microsoft365をインストールし、
大学アカウントにサインインする【資料3】(p.14)

学内メールをPCで確認できるようにする【資料5】(p.25)

学内メールをスマートフォンのアプリで確認できるようにする【資料A】(p.82)

Microsoft365がインストールされているか確認する【資料2】(p.12)

ノートPC

Yes No

スマートフォン

ANPIC(安否確認システム)の初期設定をする【資料6】(p.29)

完了

二段階認証の初期設定を行います。認証方法はどちらを使用しますか？
※アプリ認証とメール認証の片方のみ設定可能です。

メールアプリ

スマートフォンのアプリ認証で初期設定を行う
ノートPCの場合→【資料7】(p.35)

または
スマートフォンの場合→【資料B】(p.89)

教務ポータルにアプリ認証でログインする
ノートPCの場合→【資料9】(p.55)

または
スマートフォンの場合→【資料D】(p.108)

メール認証で初期設定を行う
ノートPCの場合→【資料8】(p.49)

または
スマートフォンの場合→【資料C】(p.102)

教務ポータルにメール認証でログインする
ノートPCの場合→【資料10】(p.64)

または
スマートフォンの場合→【資料E】(p.117)

C-Learningのアプリをスマートフォンにインストールする【資料F】(p.126)

UU Career Naviにログインする【資料12】(p.79)

C-Learningにログインする【資料11】(p.73)

二段階認証の初期設定は、
ノートPCかｽﾏｰﾄﾌｫﾝの
どちらか片方を設定する
だけで問題ありません。

注意



よくある質問4

統合認証アカウントのパスワードを忘れてしまいました。Ｑ

Ａ 初期設定を完了している場合は、教務ポータルログイン画面の
「パスワードを忘れた方はこちら」からリセットしてください。
初期設定が完了していない場合は、以下の窓口にご相談ください。
・修学支援課（峰キャンパス 学務棟2階）
・陽東学務課（陽東キャンパス 学生プラザ1階）

スマートフォンを機種変更しましたが、必要な手続きはありますか？Ｑ

Ａ 初期設定を“メール認証”で行っていて、
登録したメールアドレスが閲覧可能であれば特に必要な手続きはありません。
メールが閲覧できない場合は、以下の窓口にご相談ください。
また、初期設定を“アプリ認証”で行っている場合は、
アプリの機種変更手続きを行ってください。
機種変更手続きが上手くできない場合は、以下の窓口にご相談ください。
・修学支援課（峰キャンパス 学務棟2階）
・陽東学務課（陽東キャンパス 学生プラザ1階）

統合認証アカウント

統合認証アカウントのパスワードを何度も間違えてロックがかかってしまいました。Ｑ

Ａ 以下の窓口にご相談ください。
・修学支援課（峰キャンパス 学務棟2階）
・陽東学務課（陽東キャンパス 学生プラザ1階）

初期設定を“メール認証”から“アプリ認証”に変更するにはどうしたよいですか？Ｑ

Ａ 初期設定用画面にアクセスしてログインすると、初期設定のリセット画面が表示
されます。登録しているメールアドレスにリセット用のURLが送付されますので、
リセットが完了したら希望する方法の初期設定を行ってください。

ワンタイムパスワードを入力してもログインできません。Ｑ

Ａ 次のことを確認してください。

入力したワンタイムパスワードに誤りはありませんか？

認証方法（メール認証 or トークン）を誤って選択していませんか？

認証方法でトークンを選択している場合、制限時間内に完了していますか？

使用しているPCやスマートフォンの時刻設定は日本の時刻設定になっていますか？



情報通信基盤センターアカウントのパスワードを忘れてしまいました。Ｑ

Ａ 学内メール（Outlook）のパスワードと同じです。
不明な場合は 情報通信基盤センターにご相談ください。
峰キャンパス 4号館C棟1階 ／ 陽東キャンパス 学生プラザ南

Microsoft365のサインインやOfficeのインストールが上手くできません。Ｑ

Ａ 情報通信基盤センターにご相談ください。
峰キャンパス 4号館C棟1階 ／ 陽東キャンパス 学生プラザ南

Microsoft365／情報通信基盤センターアカウント

フィッシングサイト（偽サイト）に、大学のアカウントを入力し、
パスワードも入力してしまいました。

Ｑ

Ａ 大学アカウント情報が搾取された可能性が高いです。
至急、修学支援課・陽東学務課及び情報通信基盤センターにご相談ください。
峰ｷｬﾝﾊﾟｽ：学務棟2階・4号館C棟1階 ／ 陽東ｷｬﾝﾊﾟｽ：学生ﾌﾟﾗｻﾞ・学生ﾌﾟﾗｻﾞ南

その他

履修登録などのマニュアルもありますか？Ｑ

Ａ 履修登録を含む教務ポータルの使用方法についてのマニュアルは、
教務ポータル上で確認できます。ログイン後、機能メニューから
“授業時間表・マニュアル”を選択してください。
※資料9(p.55) または 資料10(ｐ.64)などをご参照ください。



問い合わせ先5

教務ポータルやC-Learningについて・・・・修学支援課（峰キャンパス 学務棟2階）
TEL:028-649-5484

陽東学務課（陽東キャンパス 学生プラザ）
TEL:028-689-7161

情報通信基盤センターアカウントや
Microsoft365について・・・・・・・・・・情報通信基盤センター窓口

峰キャンパス（4号館C棟1階）
TEL:028-649-5156

陽東キャンパス（学生プラザ南）
TEL:028-689-6340

UU Career Naviについて・・・・・・・・・就職・キャリア支援センター
（峰キャンパス4号館1階）

TEL:028-649-5089

ANPIC(安否確認システム)について・・・・・学術情報課 情報システム担当
MAIL : jyouhou＠a.utsunomiya-u.ac.jp

不明点がある場合は、下記の各問い合わせ先にご相談ください

どこに相談すべきか迷った際は、学生相談窓口にお尋ねください。
 峰キャンパス :学務棟2階 学生支援課
 陽東キャンパス :学生プラザ1階 陽東学務課

万が一、ウイルスに感染してしまったら･･･
まずは「ネットワークから切断」し、専門機関へご相談ください。

tel:028-689-6340
tel:028-649-5089


もく
てき

各種システムの利用手引き

【 1】 Wi-Fi uu-w資料 学内 （ ）に接続する手順

資料
1

学内Wi-Fi（uu-w）に接続する手順

資料1では「資料2」以降の設定で必要となる
インターネットへの接続を行う方法を解説します。

【 ノートPC用 】

画面の右下にある「ネットワーク」アイコンをクリックする。
手順
①

下のような画面が表示されるので「＞」をクリックする。
手順
②



ネットワークの一覧から「uu-w」を選択し、
「自動的に接続」にチェックを入れて「接続」をクリックする。

手順
③

ネットワークセキュリティキーを入力し、「次へ」をクリックする。
手順
④

ここで「Wi-Fiがオフです」と
表示が出た場合は、

『「Wi-Fiがオフです」と

表示された場合』(p.10)
に進んで下さい。

注意

ブラウザが起動し、確認画面が表示されます。
内容をよく読んで「インターネットへ接続する」をクリックする。

手順
⑤

【資料1】学内Wi-Fi（uu-w）に接続する手順



宇都宮大学のホームページの画面が出て、接続完了です。
手順
⑥

をクリックし、Wi-Fiをオンにしてください。
「Wi-Fiがオフです」
と表示された場合

(p.9)へ

【 1】 Wi-Fi uu-w資料 学内 （ ）に接続する手順



注意事項

この操作を行ってから1週間以上が経過すると自動的に認証が切れ、
Wi-Fiアイコンの下に「操作が必要です」と表示がされます。
その場合は「操作が必要です」をクリックし、
再度、利用規約の確認→接続を行うことでWi-Fiが利用できます。

【資料1】学内Wi-Fi（uu-w）に接続する手順



自身のノートPCに、Microsoft365がインストールされているかを確認します。
画面下のwindowsのアイコンをクリックします。

手順
①

アプリのアイコンが表示されるので、Microsoft365のアプリ(Word、Excel、
PowerPoint等)があることを確認してください。

手順
②

「Microsoft365のアプリが
見当たらない場合」(p.13)
へ進む。

表示されていない場合

(p.21) へ

表示されている場合

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
2

Microsoft365が
インストールされているか確認する手順

資料2では自身のノートPCに「Microsoft365」が
インストールされているか確認する方法を説明します。

【 ノートPC用 】

【資料2】Microsoft365がインストールされているか確認する手順



(p.14) へ

表示されていない場合

検索バーからアプリを検索します。
Microsoft365のアプリが

見当たらない場合

上部の検索バーに「Word」と
入力しEnterキーを押します1

アプリが表示されれば
インストールされています２

(p.21) へ

表示されている場合

【資料2】Microsoft365がインストールされているか確認する手順



「Word」や「Excel」、学内メールで使用する「Outlook」等、
Microsoft365のアプリケーションを提供するサービスです。

学生ひとりひとりにアカウントが付与されますので、本資料をもとに

アプリのインストールやサインイン等を行ってください。

Microsoft365とは･･･

大学から付与されたMicrosoft365アカウントを利用できるのは、
宇都宮大学に在籍している期間のみです。卒業後の利用はできません。
メールデータや作成したデータ、OneDrive内のデータも削除されます。

注意

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
3

Microsoft365をインストールする手順

資料3では自身のノートPCにMicrosoft365がインストール
されていなかった場合に行う操作の手順を説明をします。

【 ノートPC用 】

【資料3】Microsoft365をインストールする手順



＜サンプル＞

●配布されるときの状態

●開封したときの状態

国立大学法人宇都宮大学アカウント通知書用意するもの

●キーボード配列

※以下、Microsoft Edgeの画面を参考に説明します。
(バージョンにより画面が異なる場合があります。)

画面の下部にあるブラウザ(※Microsoft Edge)のアイコンをクリックします。
手順
①

開いたブラウザの上部にあるアドレスバーに
「office.com」と入力し、Enterキーを押します。

手順
②

インターネット検索とは異なります。注意

【資料3】Microsoft365をインストールする手順



以下の画面が表示された場合は「サインイン」をクリックします。
手順
③

既にMicrosoft365アカウントに
サインインしている状態です。

(p.18)へ進んでください。

この画面が表示されない場合

サインインの画面が開きます。アカウント通知書に記載されている
「学内メールアドレス」を入力し「次へ」をクリックしてください。

手順
④

「学内メールアドレス」は
すべて半角で入力します。

注意

【資料3】Microsoft365をインストールする手順



アカウント通知書の「1.情報通信基盤センターアカウント」の
「パスワード」を入力し、「サインイン」をクリックしてください。

手順
⑤

「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

※サインインの状態を維持することで今後、メールアドレスと
パスワード入力の手順を一定期間省くことができます。

※「いいえ」で回答しても設定上問題はありません。

サインインの状態を維持しますか？に「はい」で答えます（※推奨）。
手順
⑥

「Microsoft365へようこそ」と表示されていればサインインは完了です。
手順
⑦

【資料3】Microsoft365をインストールする手順



アカウントに間違いがないことを確認します。
画面右上にある人のマークをクリックします。

手順
⑧

学内メールアドレスではなかった場合は、

別のアカウントでサインインされています。

「別のアカウントでサインインする」をクリックし、

(p.16)からやり直してください。

注意

「インストールなど」から
「Microsoft365アプリをインストールする」をクリックします。

手順
⑩

「Officeアプリとデバイス」から「Officeのインストール」をクリックします。
手順
⑪

【資料3】Microsoft365をインストールする手順



ダウンロードが開始されます。
完了後、「ファイルを開く」をクリックします。

手順
⑫

ダウンロードの表示が
消えてしまった場合は、
「…」＞「ダウンロード」
をクリックしてください。

注意

アカウント制御については「はい」をクリックし、許可します。
手順
⑬

インストールが開始されます。
完了後、「閉じる」をクリックして閉じてください。

手順
⑭

インストール完了まで数分かかります。注意

【資料3】Microsoft365をインストールする手順



正しくインストールができたかを確認します。
画面下のWindowsのアイコンをクリックします。

手順
⑮

アプリのアイコンが表示されるので、Microsoft365のアプリ(Word、Excel、
PowerPoint等)があることを確認してください。

手順
⑯

(p.25)へ進んでください。

ここまでの作業が完了したら…

【資料3】Microsoft365をインストールする手順



よくあるご質問

Ｑ

Ａ

自分のMicrosoft365アカウントを持っていますが、

なぜ大学で配布されたアカウントを使用しなくては

いけないのですか？

授業等でMicrosoft365アカウントを使用する場合に

一部の講義で支障が生じる場合があります。

例えば、Microsoft Teamsの「ファイル」に配布された

講義資料の共同編集は大学アカウントでのみ有効に

するケース等があります。

よって、必ず大学のアカウントを使用してください。

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
4

Microsoft365アカウントを
大学ライセンスに切り替える手順

資料4では自身のノートPCにMicrosoft365がインストール
されていた場合に行う操作の手順を説明をします。

【 ノートPC用 】

【資料4】Microsoft365アカウントを大学ライセンスに切り替える手順



画面下部にあるWindowsのアイコンをクリックし、メニューを表示させます。
手順
①

※以下、Microsoft Edgeの画面を参考に説明します。
(バージョンにより画面が異なる場合があります。)

Wordをクリックし、開いてください。
(ここではWordを使用した例を使って説明します)

手順
②

Wordアイコンが見つからない場合は
検索バーに「Word」と入力し、
検索をかけてみてください。

参考

Wordが起動したら、「白紙の文書」をクリックします。
手順
③

アカウントを確認します。
Word画面の右上にある人のマークをクリックします。

手順
④

【資料4】Microsoft365アカウントを大学ライセンスに切り替える手順



学内メールアドレスになっていない場合は、
「別のアカウントでサインイン」をクリックしてください。

手順
⑥

学内メールアドレスになっている場合は

この資料の作業は必要ありません。

注意

アカウント通知書に記載されている
「学内メールアドレス」を入力し、「次へ」をクリックしてください。

手順
⑦

「学内メールアドレス」は
すべて半角で入力します。

注意

【資料4】Microsoft365アカウントを大学ライセンスに切り替える手順



アカウント通知書の「1.情報通信基盤センターアカウント」の
「パスワード」を入力し、「サインイン」をクリックしてください。

手順
⑧

「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

下記の表示が出た場合は、「OK」をクリックしてください。
手順
⑨

表示が出ない場合は
この手順の操作は
必要ありません。

注意

【資料4】Microsoft365アカウントを大学ライセンスに切り替える手順



●キーボード配列

※以下、Microsoft Edgeの画面を参考に説明します。
(バージョンにより画面が異なる場合があります。)

画面の下部にあるブラウザ(※Microsoft Edge)のアイコンをクリックします。
手順
①

開いたブラウザの上部にあるアドレスバーに
「office.com」と入力し、Enterキーを押します。

手順
②

インターネット検索とは異なります。注意

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
5

ブラウザで学内メールを確認する手順

資料5ではブラウザ(Microsoft Edge /Google Chrome/Safar等)

により学内メール(Outlook)を確認する手順を説明をします。

【 ノートPC用 】

【資料5】ブラウザで学内メールを確認する手順



「サインイン」をクリックして、

(p.27) へ

学内メールアドレスに
なっている場合

「別のアカウントに切り替える」
をクリックして、

(p.26) へ

学内メールアドレスに
なっていない場合

サインイン画面が表示されず、

そのままサインインが完了する

ことがあります。

その場合は (p.27)へ。

注意

サインインの画面が開きます。アカウント通知書に記載されている
「学内メールアドレス」を入力し「次へ」をクリックしてください。

手順
④

【資料5】ブラウザで学内メールを確認する手順

「学内メールアドレス」は
すべて半角で入力します。

注意



アカウント通知書の「1.情報通信基盤センターアカウント」の
「パスワード」を入力し、「サインイン」をクリックしてください。

手順
⑤

「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

アカウントに間違いがないことを確認します。
画面右上にある人のマークをクリックします。

手順
⑥

氏名が違う場合や、学内メールアドレスではなかった

場合別のアカウントでサインインされています。

「別のアカウントでサインインする」をクリックし、

(p.26)からやり直してください。

注意

【資料5】ブラウザで学内メールを確認する手順



サインインが完了したら、
画面左部にある「アプリ」から「Outlook」を選択します。

手順
⑧

Outlookの画面が開くので「受信トレイ」からメールを確認できます。
手順
⑨

「アプリ」の並びに
「Outlook」が表示
されている場合は
そちらをクリック。

【資料5】ブラウザで学内メールを確認する手順



ANPICは、災害時にみなさんの安否を迅速に確認するためのシステムです。

大規模災害の発生時、登録のメールアドレス宛に安否確認メールが送信され

ますので必ず自身の状況を報告してください。

今回は初期設定のみを行いますが、災害時のインターネット障害等を考慮し

アプリやLINEでの設定を完了させることをおすすめします。

ANPIC(安否確認システム)について

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
6

ANPIC(安否確認システム)の登録

資料6では、ANPIC(アンピック)：安否確認システムの
登録方法について手順を説明します。

【 ノートPC用 】

【資料6】ANPIC(安否確認システム)の登録



・国立大学法人宇都宮大学アカウント通知書

・インターネットに接続ができるスマートフォン
用意するもの

●スマートフォン

＆

下記の２次元コードもしくはURLより初期設定サイトにアクセスしてください。
手順
①

ANPIC初期登録サイト

●２次元コード

https://anpic-v16.jecc.jp/utsunomiya-u/regist

●ＵＲＬ

ANPICの登録にはスマートフォンを使用します。

(p.82)の作業を完了させ、スマートフォンで学内メールを見られるように

設定してから、以下の作業を行ってください。

注意

【資料6】ANPIC(安否確認システム)の登録



ログインIDの欄に、統合認証システムアカウントのユーザーIDを入力し、
「次へ」をタップします。

手順
②

「ユーザー名」は
すべて半角で入力します。

注意

学内メールの確認方法は (p.25) (p.82)を参照してください。注意

【資料6】ANPIC(安否確認システム)の登録



ANPIC初期登録についてのメールが届きますので、URLにアクセスしてください。
手順
④

パスワードの設定とメールアドレス（学内アドレス以外）の登録をしてください。
最後に「プライバシーポリシーに同意して登録する」をタップしてください

手順
⑤

学内メールアドレス以外を

入力してください。

注意

自身で使用するパスワード

を入力してください。

注意

【資料6】ANPIC(安否確認システム)の登録



ANPIC本登録についてのメールが届きますので、URLにアクセスしてください。
手順
⑥

(p.32)の初期設定登録用メールとは異なりますので、ご注意ください。注意

下記画面が表示されれば、初期設定完了です。
「ログイン画面へ」をクリックし、ログイン画面をブックマークしてください。

手順
⑦

迅速かつ確実に、安否確認を実施するために
スマートフォンにANPICアプリ(無料)をインストール、
もしくはLINEとの連携まで完了していただくことを
おすすめしています(次ページ参照)。

注意

【資料6】ANPIC(安否確認システム)の登録



上記２次元コードを読み取り、
④の「簡単操作ガイドスマートフォン編(アプリ・LINE設定方法)」
から手順を確認できます。

アプリ・LINEの設定を行う場合は下記より
手順を確認し、各自で設定をしてください。

https://www.utsunomiya-
u.ac.jp/convenient/campuslife/
anpic.php

アプリ・LINEの設定にあたり、パソコンから手順を確認する場合は
宇都宮大学ホームページの画面を最下部までスクロールした下記の
場所からも同様のページを確認することができます。 

参考

【資料6】ANPIC(安否確認システム)の登録

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/convenient/campuslife/anpic.php


大学に備え付けのパソコン以外から教務ポータルにログインする場合は、

ＩＤとパスワードの認証に加え、ワンタイムパスワードが必要になります。

アプリ認証では、特定のアプリに表示されるワンタイムパスワードを入力する

ことによってログインができます。

アプリ認証について

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
7

統合認証システムの初期設定を
アプリ認証で行う手順

資料7では、複数のシステム（教務ポータルやC-Learning等）に
一つのアカウントでログインするための初期設定を、
アプリを用いた方法で手順を説明をします。

【 ノートPC用 】

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



国立大学法人宇都宮大学アカウント通知書用意するもの

＜サンプル＞

●配布されるときの状態

●開封したときの状態

Microsoft Authenticatorというアプリをインストールします。
スマートフォンでアプリをインストールするツールを起動します。

手順
①

iPhone以外の場合

Google play ｽﾄｱApp Store

iPhoneの場合

検索バーで「authenticator」と検索し
「Microsoft Authenticator」をタップしてください。

手順
②

※まずはスマートフォンの操作です※

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



アプリをインストールするため、「インストールをタップ」します。
手順
③

すでにアプリを持っている場合は

アプリを起動し、 (p.38)へ

注意

インストール完了後、アプリを開くために「開く」をタップします。
手順
④

プライバシーの保護については「承諾する」をタップします。
手順
⑤

品質向上について「続行」をタップします。
手順
⑥

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



アカウントの追加に関しては右上の「スキップ」をタップします。
手順
⑦

下記の画面になったらアプリはそのままにして、パソコンの操作に移ります。
手順
⑧

※以下、Microsoft Edgeの画面を参考に説明します。
(バージョンにより画面が異なる場合があります。)

ログイン画面にアクセスするために、ブラウザを立ち上げます。
画面の下部にあるブラウザ(※Microsoft Edge)のアイコンをクリックします。

手順
⑨

宇都宮大学のホームページを開きます。
検索バーに「宇都宮大学ホームページ」と入力し検索します。

手順
⑩

※ここからはパソコンの操作です※

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



宇都宮大学のホームページにアクセスします。
URLが「https://www.utsunomiya-u.ac.jp」となっているものを選択してください。

手順
⑪

ホームページが開かれたら「在学生の方」をクリックし
その中の「学生生活便利帳」をクリックします。

手順
⑫

統合認証 初期設定用URL
https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/user/qrsecret.php?st=ga参考

学生生活便利帳内の「統合認証(初期設定）」をクリックします
手順
⑬

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/
https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/user/qrsecret.php?st=ga


ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをクリックします。

手順
⑭

「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

下記の画面が表示されたら「Authenticator」が選択されている
（青字になっている）ことを確認してください。

手順
⑮

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



Authenticatorアプリの画面の「アカウントの追加」をタップします。
手順
⑯

アカウントの種類は、「他のアカウント」をタップします。
手順
⑰

「職場または学校アカウント」

ではありません。

注意

※ここからはスマートフォンの操作です※

「QRコードをスキャン」の画面に移りますので、
パソコンに表示されているQRコードを読み取ってください。

手順
⑱

スマートフォンで
パソコン画面の

QRコードを読み取る

●スマートフォ
ン

●パソコン

アプリからカメラへのアクセスを
求められた場合は「OK」をタップ
してください。

注意

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



宇都宮大学のアカウントが追加されたことを確認してください。
追加されたアカウントをクリックし、ワンタイムパスワードを確認します。

手順
⑲

QRコードを読み込んだ後、
スマートフォン画面が左記と異なる場合は、
p.45～p.48の手順を行ってください。

(主にiPhone使用の場合)

注意

下部にある「次へ」をクリックしてください。
手順
⑳

※ここからはパソコンの操作です※

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順

「アカウントを追加しますか？」
という表示が出た場合は

「アカウントの追加」を
タップしてください。

注意



リセット用メールアドレスは、主に下記の場合に使用します。

●パスワードやワンタイムパスワードをリセットする場合

●メール認証を使用する場合

注意

画面が切り替わったら「リセット用メールアドレス」欄にアカウント通知書の
学内メールアドレスを入力し、「確認メール送信」をクリックしてください。

手順
㉑

学内メールに、下記のようなメールが届きます。
間違いなく受信できることを確認してください。

手順
㉒

学内メールの確認方法は (p.25)を参照してください。注意

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



スマートフォンでAuthenticatorアプリを開き、表示されている
ワンタイムパスワードを入力して「登録」をクリックしてください。

手順
㉓

アプリに表示されるワンタイムパスワードは、
30秒ごとに変わります。
制限時間に注意して入力してください。

注意

※ここからはパソコンとスマートフォン両方の操作です※

下記の完了画面が出れば、初期設定は完了です。
手順
㉔

※ここからはパソコンの操作です※

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



手動でアカウント追加を行う必要があります。

～ の手順で登録してください。
(p.42)の画面に遷移しない場合

「QRコードを読み込めない場合」をクリックします。1

下部に「シークレット」が表示されることを確認し、
スマートフォンの操作に移ります。

２

シークレットは、

(p.47)の作業で使用します。

注意

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



Authenticatorアプリを開きます。
画面上部の「＋」をタップします。

３

※ここからはスマートフォンの操作です※

アカウントの種類は、「他のアカウント」をタップします。４

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



QRコード読取画面に表示される「またはコードを手動で入力」
もしくは「Or enter code manually」をタップ します。

５

アプリからカメラへの
アクセスを求められた
場合は「OK」をタップ
してください。

注意

●English ●日本語

アカウント名に統合認証システムアカウントのユーザーＩＤ、
秘密キーに「シークレット」を入力し「完了」をタップします。

６

(p.45)で表示されたシークレット

※ここからはパソコンとスマートフォン両方の操作です※

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



Authenticatorにアカウントが追加されたことを確認します。７

(p.42)へ

※ここからはスマートフォンの操作です※

【資料7】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



大学に備え付けのパソコン以外から教務ポータルにログインする場合は、

IDとパスワードの認証に加え、ワンタイムパスワードが必要になります。

メール認証では、メールでワンタイムパスワードを受信し、それを入力

することによってログインができます。

メール認証について

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
8

統合認証システムの初期設定を
メール認証で行う手順

資料8では、複数のシステム（教務ポータルやC-Learning等）に
一つのアカウントでログインするための初期設定を、
メールを用いた方法で手順を説明をします。

【 ノートPC用 】

【資料8】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



国立大学法人宇都宮大学アカウント通知書用意するもの

＜サンプル＞

●配布されるときの状態

●開封したときの状態

※以下、Microsoft Edgeの画面を参考に説明します。
(バージョンにより画面が異なる場合があります。)

ログイン画面にアクセスするために、ブラウザを立ち上げます。
画面の下部にあるブラウザ(※Microsoft Edge)のアイコンをクリックします。

手順
①

宇都宮大学のホームページを開きます。
検索バーに「宇都宮大学ホームページ」と入力し検索します。

手順
②

【資料8】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



宇都宮大学のホームページにアクセスします。
URLが「https://www.utsunomiya-u.ac.jp」となっているものを選択してください。

手順
③

ホームページが開かれたら「在学生の方」をクリックし
その中の「学生生活便利帳」をクリックします。

手順
④

統合認証 初期設定用URL
https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/user/qrsecret.php?st=ga参考

学生生活便利帳内の「統合認証(初期設定）」をクリックします。
手順
⑤

【資料8】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/
https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/user/qrsecret.php?st=ga


ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをクリックします。

手順
⑥

「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

ログインすると、下記の画面が表示されますので「メール」をクリックし、
画面を切り替えます。

手順
⑦

【資料8】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



ここが青字になっていることを
確認してください。

注意

画面が切り替わったら、「メールアドレス」の欄にアカウント通知書の
学内メールアドレスを入力し、「次へ」をクリックしてください。

手順
⑧

下記画面に切り替わったら「ワンタイムパスワードの確認」画面タブは閉じずに、
「＋」をクリックして新しいタブを開き、学内メールを確認してください。

手順
⑨

学内メールの確認方法は (p.25)を参照してください。注意

【資料8】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



Outlook（学内メール）にワンタイムパスワード記載のメールが届くので、
ワンタイムパスワードを入力し、「登録」をクリックします。

手順
⑩

●受信メール

下記の完了画面が出れば、初期設定は完了です。
手順
⑪

【資料8】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



※以下、Microsoft Edgeの画面を参考に説明します。
(バージョンにより画面が異なる場合があります。)

ログイン画面にアクセスするために、ブラウザを立ち上げます。
画面の下部にあるブラウザ(※Microsoft Edge)のアイコンをクリックします。

手順
①

宇都宮大学のホームページを開きます。
検索バーに「宇都宮大学ホームページ」と入力し検索します。

手順
②

ブラウザを既に起動している場合は、
新しいタブを開いてください。注意

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
9

教務ポータルに初めてログインする手順
（アプリ認証を使用する場合）

資料9では、アプリ認証を用いた教務ポータルの
ログイン方法について手順を説明します。

【 ノートPC用 】

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



宇都宮大学のホームページにアクセスします。
URLが「https://www.utsunomiya-u.ac.jp」となっているものを選択してください。

手順
③

ホームページが開かれたら「在学生の方」をクリックし
その中の「学生生活便利帳」をクリックします。

手順
④

統合認証 ログインURL
https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/pub/login.cgi?back=%2fuser%2findex.php参考

学生生活便利帳内の「統合認証(ユーザーポータル)」をクリックします。
手順
⑤

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/


ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをクリックします。

手順
⑥

「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから、
「ワンタイムパスワード(トークン)」を選び、「選択」をクリックします。

手順
⑦

Microsoft Authenticatorを使用してワンタイムパスワードを確認しますので、
スマートフォンを用意し、アプリを起動してください。参考

アプリ認証の場合は必ず「(トークン)」となっている方を選択。注意

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



Authenticatorアプリに表示されている最新のワンタイムパスワードを
「ワンタイムパスワード」の欄に入力し、「ログイン」をクリックします。

手順
⑧

アプリに表示される

ワンタイムパスワードは

30秒ごとに変わります。

制限時間に注意して

入力してください。

注意

ログインが成功すると「パスワード変更」の画面が表示されます。
自身が今後使っていくパスワードを入力し、「更新」をクリックしてください。

手順
⑨

自身で設定したパスワードは、
忘れずに保管しましょう！メモ

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



パスワード変更後、自動的にログイン画面に切り替わります。
次ページ以降の手順に沿って、ログインが正しくできることを確認しましょう。

手順
⑩

アカウント通知書の統合認証システムアカウントのユーザーIDと
自身で設定した変更後のパスワードを入力し、ログインをクリックします。

手順
⑪

「ユーザー名」と「パスワード」は

すべて半角で入力します。

また、アカウント通知書に記載の

パスワードは使用しません。

(p.58)で設定した

変更後のパスワードを使用します。

注意

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから、
「ワンタイムパスワード(トークン)」を選び、「選択」をクリックします。

手順
⑫

Microsoft Authenticatorを使用してワンタイムパスワードを確認しますので、
スマートフォンを用意し、アプリを起動してください。参考

アプリ認証の場合は、必ず「(トークン)」となっている方を選択。注意

Authenticatorアプリに表示されている最新のワンタイムパスワードを
「ワンタイムパスワード」の欄に入力し、「ログイン」をクリックします。

手順
⑬

アプリに表示される

ワンタイムパスワードは

30秒ごとに変わります。

制限時間に注意して

入力してください。

注意

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



下記画面が表示されれば、ログイン完了です。
「CAMPUSSQUARE」をクリックしてください。

手順
⑭

教務ポータルのホーム画面が表示されます。
以降のページで、各メニューについて紹介します。確認

ポートレット

基本項目

機能
メニュー

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



基本項目

ユーザー名（指名）が表示されます。

クリックすると、ログアウトします。

これは使用できません。

セッションの残り時間が表示されます。
30分以上操作がない場合は、ログアウトされます。
ここをクリックすると、タイマーがリセットされます。

機能メニュー

クリックすると、トップページに遷移します。

登録されている自身の情報の確認や、住所等の変更を行うことができます。

授業時間表や履修案内、教務ポータル等のマニュアルをダウンロードできます。

履修登録や登録状況の確認をすることができます。

単位の修得状況の確認や、成績通知表を出力することができます。

休講、補講、教室変更の情報を確認することができます。

教室や施設の利用状況を閲覧することができます。

シラバス（授業概要や授業計画）を閲覧することができます。

教職課程で必要な能力の自己評価や関連科目の振り返りを行うことができます。

ルーブリック評価や「宇大スタンダード」の獲得状況の確認ができます。

各種アンケートに回答することができます。

個人宛のお知らせを閲覧することができます。

在学生や学部・学科ごとの対象学生に向けたお知らせを閲覧することができます。

UU Career Navi にアクセスすることができます。

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



ポートレット

学生の皆さんへ重要なお知らせがあった場合、こちらにメッセージが
表示されます。

フォーラムや休講情報等で新着のお知らせがある場合にメッセージが
表示されます。

その日に登録されている授業のスケジュールなどが表示されます。

すぐにアクセスできると便利なリンクを表示しています。

C-Learningや共同教育学部用のLMSへのリンクを表示しています。

学生生活に関する質問に答えるチャットボットへのリンクを
記載していますので、ぜひご利用ください。

教務ポータル等のメンテナンス情報を掲載します。

１時限ごとの授業時間を表示しています。

当該年度の補講日・振替日を表示しています。

これ以降、教務ポータルにアクセスする場合、宇都宮大学ホームページの

在学生の方＞学生生活便利帳＞統合認証(初期設定/ユーザーポータル) の

「ユーザーポータル」からアクセスし、ログインしてください。

※ログイン方法の詳細は (p.59)以降を参考にしてください。

参考

初期設定が完了していれば、スマートフォンからも
同様の手順でアクセス、ログインができます。
パソコンで見る画面とは少々異なりますので、その際は、

(p.108) (p.117)を参考にしてください。

注意

【資料9】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



各種システムの利用手引き

※以下、Microsoft Edgeの画面を参考に説明します。
(バージョンにより画面が異なる場合があります。)

ログイン画面にアクセスするために、ブラウザを立ち上げます。
画面の下部にあるブラウザ(※Microsoft Edge)のアイコンをクリックします。

手順
①

宇都宮大学のホームページを開きます。
検索バーに「宇都宮大学ホームページ」と入力し検索します。

手順
②

ブラウザを既に起動している場合は、
新しいタブを開いてください。注意

もく
てき

資料
10

教務ポータルに初めてログインする手順
（メール認証を使用する場合）

資料10では、メール認証を用いた教務ポータルの
ログイン方法について手順を説明します。

【 ノートPC用 】

【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）



宇都宮大学のホームページにアクセスします。
URLが「https://www.utsunomiya-u.ac.jp」となっているものを選択してください。

手順
③

ホームページが開かれたら「在学生の方」をクリックし
その中の「学生生活便利帳」をクリックします。

手順
④

統合認証 ログインURL
https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/pub/login.cgi?back=%2fuser%2findex.php参考

学生生活便利帳内の「統合認証(ユーザーポータル)」をクリックします。
手順
⑤

【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

https://www.utsunomiya-u.ac.jp/


ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをクリックします。

手順
⑥

「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから、
「ワンタイムパスワード(メール認証)」を選び、「選択」をクリックします。

手順
⑦

メール認証の場合は必ず「(メール認証)」となっている方を選択。注意

【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）



●受信メール

ログインが成功すると「パスワード変更」の画面が表示されます。
自身が今後使っていくパスワードを入力し、「更新」をクリックしてください。

手順
⑨

自身で設定したパスワードは、
忘れずに保管しましょう！メモ

【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

この数字を「ワンタイムパスワード」
の欄に入力してください。



パスワード変更後、自動的にログイン画面に切り替わります。
次ページ以降の手順の沿って、ログインが正しくできることを確認しましょう。

手順
⑩

アカウント通知書の統合認証システムアカウントのユーザーIDと
自身で設定した変更後のパスワードを入力し、ログインをクリックします。

手順
⑪

「ユーザー名」と「パスワード」は

すべて半角で入力します。

また、アカウント通知書に記載の

パスワードは使用しません。

(p.67)で設定した

変更後のパスワードを使用します。

注意

【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）



下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから、
「ワンタイムパスワード(メール認証)」を選び、「選択」をクリックします。

手順
⑫

メール認証の場合は、必ず「(メール認証)」となっている方を選択。注意

●受信メール

【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

この数字を「ワンタイムパスワード」
の欄に入力してください。



下記画面が表示されれば、ログイン完了です。
「CAMPUSSQUARE」をクリックしてください。

手順
⑭

【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

教務ポータルのホーム画面が表示されます。
以降のページで、各メニューについて紹介します。確認

ポートレット

基本項目

機能
メニュー



【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

基本項目

ユーザー名（指名）が表示されます。

クリックすると、ログアウトします。

これは使用できません。

セッションの残り時間が表示されます。
30分以上操作がない場合は、ログアウトされます。
ここをクリックすると、タイマーがリセットされます。

機能メニュー

クリックすると、トップページに遷移します。

登録されている自身の情報の確認や、住所等の変更を行うことができます。

授業時間表や履修案内、教務ポータル等のマニュアルをダウンロードできます。

履修登録や登録状況の確認をすることができます。

単位の修得状況の確認や、成績通知表を出力することができます。

休講、補講、教室変更の情報を確認することができます。

教室や施設の利用状況を閲覧することができます。

シラバス（授業概要や授業計画）を閲覧することができます。

教職課程で必要な能力の自己評価や関連科目の振り返りを行うことができます。

ルーブリック評価や「宇大スタンダード」の獲得状況の確認ができます。

各種アンケートに回答することができます。

個人宛のお知らせを閲覧することができます。

在学生や学部・学科ごとの対象学生に向けたお知らせを閲覧することができます。

UU Career Navi にアクセスすることができます。



【資料10】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

ポートレット

学生の皆さんへ重要なお知らせがあった場合、こちらにメッセージが
表示されます。

フォーラムや休講情報等で新着のお知らせがある場合にメッセージが
表示されます。

その日に登録されている授業のスケジュールなどが表示されます。

すぐにアクセスできると便利なリンクを表示しています。

C-Learningや共同教育学部用のLMSへのリンクを表示しています。

学生生活に関する質問に答えるチャットボットへのリンクを
記載していますので、ぜひご利用ください。

教務ポータル等のメンテナンス情報を掲載します。

１時限ごとの授業時間を表示しています。

当該年度の補講日・振替日を表示しています。

これ以降、教務ポータルにアクセスする場合、宇都宮大学ホームページの

在学生の方＞学生生活便利帳＞統合認証(初期設定/ユーザーポータル) の

「ユーザーポータル」からアクセスし、ログインしてください。

※ログイン方法の詳細は (p.68)以降を参考にしてください。

参考

初期設定が完了していれば、スマートフォンからも
同様の手順でアクセス、ログインができます。
パソコンで見る画面とは少々異なりますので、その際は、

(p.108) (p.117)を参考にしてください。

注意



教務ポータルにログインし、HOME画面にある「LMS」のポートレットから
「C-Learning」のアイコンをクリックします。

手順
①

教務ポータルへのログイン方法は、

(p.55) または (p.64)を参照してください。

注意

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
11

C-Learningの利用について

資料11では、C-Learning（シーラーニング)と呼ばれる
授業支援システムの利用方法について手順を説明します。

【 ノートPC用 】

【資料11】C-Learningの利用について



C-Learningのトップ画面が表示されます。教務ポータルで履修登録した科目の
一覧が表示されるので、利用したい科目名をクリックしてください。

手順
②

科目名をクリックすると、利用可能なメニューが一覧で表示されます。
利用したいメニューをクリックしてください。

手順
③

各科目によって表示される
メニューが異なります。
(利用できないものは非表示)

注意

各メニューの概要については
次ページで説明します。

参考

【資料11】C-Learningの利用について



メニュー

授業内で実施されるアンケートへの回答、
結果の閲覧（公開されている場合）をすることができます。

小テストの提出、結果の閲覧（公開されている場合）をすることができます。

予習や復習として、問題に解答することができます。

授業で使用する教材を閲覧・ダウンロードすることができます。

同じ授業を履修している学生や教員と意見交換することができます。

レポートの提出、評価結果の閲覧（公開されている場合）を
することができます。

教員が設定したテーマをもとに、目標や活動内容を記録することができます。

教員からの連絡の確認、返信や、教員への連絡を行うことができます。
（学生からの連絡が制限されている場合があります。）

自身の出席状況を確認することができます。

C-Learningの各メニューの使い方はマニュアルを確認してください。
マニュアルは下記の手順で閲覧できます。マニュアル

右上のアカウント名をクリックし、表示されたプルダウンから
「マニュアル」をクリックします。

1

【資料11】C-Learningの利用について



下記画面が表示されます。
左側の一覧から参照したいマニュアルを選択し確認してください。

２

C-Learningでは「聴講登録」を行うことができ、
主に次のような場合に使用します。

● 履修登録期間に一時的に受講する場合
● 事前に資料を閲覧しておくよう、教員から指示があった場合 など

聴講登録

C-Learningの聴講登録のみでは、単位の修得はできません。
“必ず”教務ポータルで履修登録を行ってください。注意

トップ画面下方にある「講義を聴講する（単位外）」に、
聴講する講義の講義コード（時間割コード）を入力します。

1

【資料11】C-Learningの利用について



講義コード（時間割コード）を入力したら、
「講義の確認」をクリックします。

２

表示された講義に誤りがなければ「参加する」をクリックします。３

科目によっては、聴講登録が
許可されていない講義もあります。
登録時にエラーが出た場合は、
授業担当の教員に相談してください。

注意

講義名の横に緑色の「聴」のマークがついていれば
聴講登録が完了しています。

4

教務ポータルで履修登録を行うと、
翌日には「聴」のマークが消えます。

注意

【資料11】C-Learningの利用について



科目によっては、講義を開いた際にプロフィールの入力を求められることがあります。
その際は各項目に回答し、登録してください。
※入力する項目は科目によって異なる場合があります。
※クラス、コース等が不明の場合は講義の担当教員に確認してください。

教員からの指示がなかった場合、不明な項目は「該当なし」と入力してください。

注意

【資料11】C-Learningの利用について



学生のキャリア形成支援と就職活動の支援を目的としたシステムです。

在学生全員がUU Career Naviに登録されており、利用できるようになっています。

このシステムで利用できるサービスは以下のとおりです。

１．本学に届いている本学学生を採用したい企業の求人情報・企業情報の閲覧

２．就活セミナーや就職ガイダンスの参加事前予約

３．キャリアアドバイザーによるキャリア進路相談の予約

４．インターンシップや就職活動状況の記録の利用

５．企業が行うイベント情報の確認

６．卒業後の進路希望届および進路決定届の提出

なお、活発に利用する３年次生の就職活動準備時期以外にも１、２年次生から

参加できるセミナー等やキャリア進路相談利用もできますので積極的に活用して

ください。

UU Career Navi とは？

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
12

UU Career Naviの利用について

資料12では、UU Career Navi（ユーユー キャリア ナビ)の
利用方法について手順を説明します。

【 ノートPC用 】

【資料12】UU Career Naviの利用について



教務ポータルへのログインは ・ または ・ を参照してください。

教務ポータルにログインし、
メニューから「UU Career Navi」をクリックします。

手順
①

注意

●スマートフォンの場合●パソコンの場合

(p.55) (p.64) (p.108) (p.117)

「マイページ」をクリックします。
手順
②

【資料12】UU Career Naviの利用について



「学校からのお知らせ」をクリックします。
手順
③

このページから、セミナーやガイダンスの申し込み、
キャリアアドバイザーとのキャリア進路相談の予約ができます。

手順
④

【資料12】UU Career Naviの利用について



【 スマートフォン用 】

国立大学法人宇都宮大学アカウント通知書用意するもの

＜サンプル＞

●配布されるときの状態

●開封したときの状態

既にOutlookアプリがインストールされている場合は、
「すでにOutlookアプリを持っている場合」(p.87)へ

注意

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
A

アプリで学内メールを確認する手順

資料Aでは学内メール（Outlook）をスマートフォンアプリ
で確認できるようにするための手順を説明します。

【資料A】アプリで学内メールを確認する手順



「Microsoft Outlook」というアプリをインストールします。
スマートフォンでアプリをインストールするツールを起動します。

手順
①

Google play ｽﾄｱApp Store

検索バーで「Outlook」と検索します。
手順
②

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

outlook

outlook

Microsoft Outlookのアプリを選択し「インストール」をタップしてください。

※アプリ入手済みの場合は、 (p.87)へ進んでください。
手順
③

インストール完了後、「開く」をタップしてください。
手順
④

【資料A】アプリで学内メールを確認する手順



４～５つの画面が繰り返し表示されるので、「アカウントの追加」または
「アカウントを追加してください」をタップします。

手順
⑤

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

下記画面が表示された場合は、「スキップ」をタップします。
※表示がない場合は、手順⑦ (p.85)へ進んでください。

手順
⑥

【資料A】アプリで学内メールを確認する手順



アカウント通知書に記載の学内メールアドレスを入力し、
「アカウントの追加」 または 「続行」をタップします。

手順
⑦

「学内メールアドレス」は
すべて半角で入力します。

注意

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

(p.86)へ進む。

下記画面が表示された場合、「Authenticatorを開く」をタップします。
※表示がない場合は、手順⑨ (p.86)へ進んでください。

手順
⑧

【資料A】アプリで学内メールを確認する手順



アカウント通知書の「1.情報通信基盤センターアカウント」の
「パスワード」を入力し、「サインイン」をタップしてください。

手順
⑨

「パスワード」は
すべて半角で入力します。

注意

※後から変更可能できます。

アカウントの追加については、「後で」をタップします。
手順
⑩

「通知を有効にする」のポップアップが表示が表示された場合は、
「有効にする」 または 「オンにする」をタップします。

手順
⑪

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

【資料A】アプリで学内メールを確認する手順



受信トレイが表示されます。ここでメールを確認してください。
手順
⑫

学内メールアカウントの追加を行います。
下記の手順に従って作業を行ってください。

すでにOutlookアプリを
持っている場合

左上のMicrosoft365のアイコンをタップします。1

【資料A】アプリで学内メールを確認する手順



(p.84)へ

Microsoft365アカウントのマークの下にある、
アカウント追加のアイコンをタップします。

２

画面下部にこのような表示が出るので、
「アカウントの追加」をタップします。

３

【資料A】アプリで学内メールを確認する手順



大学に備え付けのパソコン以外から教務ポータルにログインする場合は、

ＩＤとパスワードの認証に加え、ワンタイムパスワードが必要になります。

アプリ認証では、特定のアプリに表示されるワンタイムパスワードを入力する

ことによってログインができます。

アプリ認証について

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
B

統合認証システムの初期設定を
アプリ認証で行う手順

資料Bでは、複数のシステム（教務ポータルやC-Learning等）に
一つのアカウントでログインするための初期設定を、
アプリを用いた方法で手順を説明をします。

【 スマートフォン用 】

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



国立大学法人宇都宮大学アカウント通知書用意するもの

＜サンプル＞

●配布されるときの状態

●開封したときの状態

Microsoft Authenticatorというアプリをインストールします。
スマートフォンでアプリをインストールするツールを起動します。

手順
①

iPhone以外の場合

Google play ｽﾄｱApp Store

iPhoneの場合

検索バーで「authenticator」と検索し
「Microsoft Authenticator」をタップしてください。

手順
②

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



アプリをインストールするため、「インストールをタップ」します。
手順
③

すでにアプリを持っている場合は

アプリを起動し、 (p.92)へ

注意

インストール完了後、アプリを開くために「開く」をタップします。
手順
④

プライバシーの保護については「承諾する」をタップします。
手順
⑤

品質向上について「続行」をタップします。
手順
⑥

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



アカウントの追加に関しては右上の「スキップ」をタップします。
手順
⑦

下記の画面になったらアプリはそのままにして、一度ホーム画面に戻ります。
手順
⑧

初期設定QRコード

QRコードを読み込み、統合認証システムの初期設定画面に
アクセスしてください。

手順
⑨

QRコードを読み取れない場合、インターネットに接続するため、
ブラウザのアプリを起動します。

手順
⑩

Safari

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

Google Chrome または 検索バー

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



起動したブラウザのアプリで「宇都宮大学 ホームページ」を検索し、
「学生生活便利帳」を開いてください。

手順
⑪

URLが、https://www.utsunomiya-u.ac.jp
となっているものを選択してください。注意

検索結果画面上で
「学生生活便利帳」が
表示されている場合は
そこからアクセスする
ことも可能です。

参考

MENU 在学生の方 学生生活便利帳 初期設定

ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをタップします。

手順
⑫

「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。注意

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



下記画面が表示されたら「Authenticator」が選択されていることを確認し、
「自動登録」をタップします。

手順
⑬

Authenticatorアプリが自動で開き、
宇都宮大学のアカウントが自動追加されます。

手順
⑭

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順

「自動登録」をタップした後、
スマートフォンの画面が左記と異なる場合は、

(p.97)の手順を行ってください。

(主にiPhone使用の場合)

注意

「アカウントを追加しますか？」
という表示が出た場合は

「アカウントの追加」を
タップしてください。

注意



手順⑬(p.94)の画面が、下記のとおり切り替わりますので、確認してください。
手順
⑮

「リセット用メールアドレス」の欄にアカウント通知書の
学内メールアドレスを入力し、「確認メール送信」をタップしてください。

手順
⑯

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順

リセット用メールアドレスは、主に下記の場合に使用します。

●パスワードやワンタイムパスワードをリセットする場合

●メール認証を使用する場合

注意

もし切り替わっていない場合は、
手順⑬の画面で「次へ」をタップしてください。

注意



学内メールに、下記のようなメールが届きます。
間違いなく受信できることを確認してください。

手順
⑰

メールが受信できない場合、

(p.95)で入力した

メールアドレスが

誤っている可能性があります。

確認して修正してください。

また、学内メールの確認方法は、

(p.82)を参照してください。

注意

スマートフォンでAuthenticatorアプリを開き、表示されている
ワンタイムパスワードを入力して「登録」をタップしてください。

手順
⑱

アプリに表示されるワンタイムパスワードは、
30秒ごとに変わります。
制限時間に注意して入力してください。

注意

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



下記の完了画面が出れば、初期設定は完了です。
手順
⑲

手動でアカウント追加を行う必要があります。

～ の手順で登録してください。
(p.94)の画面に遷移しない場合

「自動登録できない場合」をタップします。1

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



シークレットは、

(p.100)の作業で使用します。

注意

下部に表示される「シークレット」をコピーし、
「次へ」をタップします。

２

画面が下記のとおり切り替わります。
この画面は閉じずに、Authenticatorアプリを開きます。

３

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



Authenticatorアプリを開きます。
画面上部の「＋」をタップします。

４

アカウントの種類は、「他のアカウント」をタップします。５

「職場または学校アカウント」

ではありませんのでご注意ください。

注意

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



QRコード読取画面に表示される「またはコードを手動で入力」
もしくは「Or enter code manually」をタップ します。

６

アプリからカメラへの
アクセスを求められた
場合は「OK」をタップ
してください。

注意

●English ●日本語

アカウント名に統合認証システムアカウントのユーザＩＤ、
秘密キーに「シークレット」を入力し「完了」をタップします。

７

(p.98)で表示されたシークレット

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



Authenticatorにアカウントが追加されたことを確認します。８

(p.95)へ

【資料B】統合認証システムの初期設定をアプリ認証で行う手順



大学に備え付けのパソコン以外から教務ポータルにログインする場合は、

IDとパスワードの認証に加え、ワンタイムパスワードが必要になります。

メール認証では、メールでワンタイムパスワードを受信し、それを入力

することによってログインができます。

メール認証について

【 スマートフォン用 】

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
C

統合認証システムの初期設定を
メール認証で行う手順

資料Cでは、複数のシステム（教務ポータルやC-Learning等）に
一つのアカウントでログインするための初期設定を、
メールを用いた方法で手順を説明をします。

【資料C】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



国立大学法人宇都宮大学アカウント通知書用意するもの

＜サンプル＞

●配布されるときの状態

●開封したときの状態

初期設定QRコード

QRコードを読み込み、統合認証システムの初期設定画面に
アクセスしてください。

手順
①

QRコードを読み取れない場合、インターネットに接続するため、
ブラウザのアプリを起動します。

手順
②

Safari

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

Google Chrome または 検索バー

【資料C】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。注意

起動したブラウザのアプリで「宇都宮大学 ホームページ」を検索し、
「学生生活便利帳」を開いてください。

手順
③

ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをタップします。

手順
④

【資料C】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順

URLが、https://www.utsunomiya-u.ac.jp
となっているものを選択してください。注意

検索結果画面上で
「学生生活便利帳」が
表示されている場合は
そこからアクセスする
ことも可能です。

参考

MENU 在学生の方 学生生活便利帳 初期設定



ログインすると、下記の画面が表示されますので「メール」をタップし、
画面を切り替えます。

手順
⑤

画面が切り替わったら、「メールアドレス」の欄にアカウント通知書の
学内メールアドレスを入力し、「次へ」をタップしてください。

手順
⑥

ここが青字になっていることを
確認してください。注意

【資料C】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



画面が下記のとおり切り替わります。
この画面は閉じずに、一度ホーム画面に戻ります。

手順
⑦

ホーム画面にあるOutlook（学内メール）をタップして開き、
届いたメールに記載のワンタイムパスワードを確認します。

手順
⑧

学内メールの確認方法は、

(p.82)を参照してください。

注意

【資料C】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



ワンタイムパスワード確認後、手順⑦（p.106）の画面に戻ります。
ワンタイムパスワードを入力して「登録」をタップしてください。

手順
⑨

下記の完了画面が出れば、初期設定は完了です。
手順
⑩

【資料C】統合認証システムの初期設定をメール認証で行う手順



ユーザーポータル
QRコード

QRコードを読み込み、統合認証システムのユーザーポータル画面に
アクセスしてください。

手順
①

QRコードを読み取れない場合、インターネットに接続するため、
ブラウザのアプリを起動します。

手順
②

Safari

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

Google Chrome または 検索バー

【 スマートフォン用 】

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
D

教務ポータルに初めてログインする手順
（アプリ認証を使用する場合）

資料Dでは、アプリ認証を用いた教務ポータルの
ログイン方法について手順を説明します。

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



起動したブラウザのアプリで「宇都宮大学 ホームページ」を検索し、
「学生生活便利帳」を開いてください。

手順
③

ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをタップします。

手順
④

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）

URLが、https://www.utsunomiya-u.ac.jp
となっているものを選択してください。注意

検索結果画面上で
「学生生活便利帳」が
表示されている場合は
そこからアクセスする
ことも可能です。

参考

MENU 在学生の方 学生生活便利帳 ユーザーポータル

「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。注意



下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから
「ワンタイムパスワード(トークン)」を選び、「選択」をタップします。

手順
⑤

Microsoft Authenticatorを使用してワンタイムパスワードを確認しますので、
スマートフォンを用意し、アプリを起動してください。参考

アプリ認証の場合は、必ず「(トークン)」となっている方を選択。注意

Authenticatorアプリに表示されている最新のワンタイムパスワードを
「ワンタイムパスワード」の欄に入力し、「ログイン」をタップします。

手順
⑥

アプリに表示される

ワンタイムパスワードは

30秒ごとに変わります。

制限時間に注意して

入力してください。

注意

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



ログインが成功すると「パスワード変更」の画面が表示されます。
自身が今後使っていくパスワードを入力し、「更新」をタップしてください。

手順
⑦

自身で設定したパスワードは、
忘れずに保管しましょう！メモ

パスワード変更後、自動的にログイン画面に切り替わります。
次ページ以降の手順に沿って、ログインが正しくできることを確認しましょう。

手順
⑧

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



アカウント通知書の統合認証システムアカウントのユーザーIDと
自身で設定した変更後のパスワードを入力し、ログインをタップしてください。

手順
⑨

「ユーザー名」と「パスワード」はすべて半角で入力します。

また、アカウント通知書に記載のパスワードは使用しません。

(p.111)で設定した、変更後のパスワードを使用します。

注意

下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから
「ワンタイムパスワード(トークン)」を選び、「選択」をタップします。

手順
⑩

Microsoft Authenticatorを使用してワンタイムパスワードを確認しますので、
スマートフォンを用意し、アプリを起動してください。参考

アプリ認証の場合は、必ず「(トークン)」となっている方を選択。注意

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



Authenticatorアプリに表示されている最新のワンタイムパスワードを
「ワンタイムパスワード」の欄に入力し、「ログイン」をタップします。

手順
⑪

アプリに表示される

ワンタイムパスワードは

30秒ごとに変わります。

制限時間に注意して

入力してください。

注意

下記のような画面が表示され、ログイン完了です。
「CAMPUSSQUARE」をタップしてください。

手順
⑫

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



教務ポータルのホーム画面が表示されます。
以降のページで、各メニューについて紹介します。確認

基本項目

機能
メニュー

ポートレット

メニュー
ボタン

メニューボタンをタップすると、
基本項目と機能メニューの画面が
出現します。

基本項目

ユーザー名（指名）が表示されます。

タップすると、ログアウトします。

これは使用できません。

セッションの残り時間が表示されます。
30分以上操作がない場合は、ログアウトされます。
ここをタップすると、タイマーがリセットされます。

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



機能メニュー

タップすると、トップページに遷移します。

登録されている自身の情報の確認や、住所等の変更を行うことができます。

授業時間表や履修案内、教務ポータル等のマニュアルをダウンロードできます。

履修登録や登録状況の確認をすることができます。

単位の修得状況の確認や、成績通知表を出力することができます。

休講、補講、教室変更の情報を確認することができます。

教室や施設の利用状況を閲覧することができます。

シラバス（授業概要や授業計画）を閲覧することができます。

教職課程で必要な能力の自己評価や関連科目の振り返りを行うことができます。

ルーブリック評価や「宇大スタンダード」の獲得状況の確認ができます。

各種アンケートに回答することができます。

個人宛のお知らせを閲覧することができます。

在学生や学部・学科ごとの対象学生に向けたお知らせを閲覧することができます。

UU Career Navi にアクセスすることができます。

ポートレット

学生の皆さんへ重要なお知らせがあった場合、こちらにメッセージが
表示されます。

フォーラムや休講情報等で新着のお知らせがある場合にメッセージが
表示されます。

その日に登録されている授業のスケジュールなどが表示されます。

すぐにアクセスできると便利なリンクを表示しています。

C-Learningや共同教育学部用のLMSへのリンクを表示しています。

学生生活に関する質問に答えるチャットボットへのリンクを
記載していますので、ぜひご利用ください。

教務ポータル等のメンテナンス情報を掲載します。

１時限ごとの授業時間を表示しています。

当該年度の補講日・振替日を表示しています。

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



初期設定が完了していれば、パソコンからも同様の
手順でアクセス、ログインができます。
スマートフォンで見る画面とは少々異なりますので、

その際は (p.55) (p.64)を参考にしてください。

注意

ユーザーポータル
QRコード

これ以降、教務ポータルにアクセスする場合は、下記ＱＲコードもしくは、

宇都宮大学ホームページの MENU（右上）＞在学生の方＞学生生活便利帳＞

統合認証(初期設定/ユーザーポータル) の「ユーザーポータル」から

アクセスし、ログインしてください。

※ログイン方法の詳細は (p.111)以降を参考にしてください。

参考

【資料D】教務ポータルに初めてログインする手順（アプリ認証を使用する場合）



Safari

iPhoneの場合 iPhone以外の場合

Google Chrome または 検索バー

ユーザーポータル
QRコード

QRコードを読み込み、統合認証システムのユーザーポータル画面に
アクセスしてください。

手順
①

QRコードを読み取れない場合、インターネットに接続するため、
ブラウザのアプリを起動します。

手順
②

【 スマートフォン用 】

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
E

教務ポータルに初めてログインする手順
（メール認証を使用する場合）

資料Eでは、メール認証を用いた教務ポータルの
ログイン方法について手順を説明します。

【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）



起動したブラウザのアプリで「宇都宮大学 ホームページ」を検索し、
「学生生活便利帳」を開いてください。

手順
③

ログイン画面が開きます。アカウント通知書の統合認証システムアカウントの
ユーザーIDとパスワードを入力し、ログインをタップします。

手順
④

【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

URLが、https://www.utsunomiya-u.ac.jp
となっているものを選択してください。注意

検索結果画面上で
「学生生活便利帳」が
表示されている場合は
そこからアクセスする
ことも可能です。

参考

MENU 在学生の方 学生生活便利帳

「ユーザー名」と「パスワード」は
すべて半角で入力します。注意

ユーザーポータル



下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから
「ワンタイムパスワード(メール認証)」を選び、「選択」をタップします。

手順
⑤

メール認証の場合は、必ず「(メール認証)」となっている方を選択。注意

【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）



ログインが成功すると「パスワード変更」の画面が表示されます。
自身が今後使っていくパスワードを入力し、「更新」をタップしてください。

手順
⑦

パスワード変更後、自動的にログイン画面に切り替わります。
次ページ以降の手順に沿って、ログインが正しくできることを確認しましょう。

手順
⑧

【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

自身で設定したパスワードは、
忘れずに保管しましょう！メモ



アカウント通知書の統合認証システムアカウントのユーザーIDと
自身で設定した変更後のパスワードを入力し、ログインをタップしてください。

手順
⑨

下記画面に切り替わります。ドロップダウンリストから
「ワンタイムパスワード(メール認証)」を選び、「選択」をタップします。

手順
⑩

メール認証の場合は、必ず「(メール認証)」となっている方を選択。注意

【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

「ユーザー名」と「パスワード」はすべて半角で入力します。

また、アカウント通知書に記載のパスワードは使用しません。

(p.120)で設定した、変更後のパスワードを使用します。

注意



下記のような画面が表示され、ログイン完了です。
「CAMPUSSQUARE」をタップしてください。

手順
⑫

【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）



教務ポータルのホーム画面が表示されます。
以降のページで、各メニューについて紹介します。確認

【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

基本項目

機能
メニュー

ポートレット

メニュー
ボタン

メニューボタンをタップすると、
基本項目と機能メニューの画面が
出現します。

基本項目

ユーザー名（指名）が表示されます。

タップすると、ログアウトします。

これは使用できません。

セッションの残り時間が表示されます。
30分以上操作がない場合は、ログアウトされます。
ここをタップすると、タイマーがリセットされます。



【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

機能メニュー

タップすると、トップページに遷移します。

登録されている自身の情報の確認や、住所等の変更を行うことができます。

授業時間表や履修案内、教務ポータル等のマニュアルをダウンロードできます。

履修登録や登録状況の確認をすることができます。

単位の修得状況の確認や、成績通知表を出力することができます。

休講、補講、教室変更の情報を確認することができます。

教室や施設の利用状況を閲覧することができます。

シラバス（授業概要や授業計画）を閲覧することができます。

教職課程で必要な能力の自己評価や関連科目の振り返りを行うことができます。

ルーブリック評価や「宇大スタンダード」の獲得状況の確認ができます。

各種アンケートに回答することができます。

個人宛のお知らせを閲覧することができます。

在学生や学部・学科ごとの対象学生に向けたお知らせを閲覧することができます。

UU Career Navi にアクセスすることができます。

ポートレット

学生の皆さんへ重要なお知らせがあった場合、こちらにメッセージが
表示されます。

フォーラムや休講情報等で新着のお知らせがある場合にメッセージが
表示されます。

その日に登録されている授業のスケジュールなどが表示されます。

すぐにアクセスできると便利なリンクを表示しています。

C-Learningや共同教育学部用のLMSへのリンクを表示しています。

学生生活に関する質問に答えるチャットボットへのリンクを
記載していますので、ぜひご利用ください。

教務ポータル等のメンテナンス情報を掲載します。

１時限ごとの授業時間を表示しています。

当該年度の補講日・振替日を表示しています。



【資料E】教務ポータルに初めてログインする手順（メール認証を使用する場合）

初期設定が完了していれば、パソコンからも同様の
手順でアクセス、ログインができます。
スマートフォンで見る画面とは少々異なりますので、

その際は (p.55) (p.64)を参考にしてください。

注意

ユーザーポータル
QRコード

これ以降、教務ポータルにアクセスする場合は、下記ＱＲコードもしくは、

宇都宮大学ホームページの MENU（右上）＞在学生の方＞学生生活便利帳＞

統合認証(初期設定/ユーザーポータル) の「ユーザーポータル」から

アクセスし、ログインしてください。

※ログイン方法の詳細は (p.120)以降を参考にしてください。

参考



iPhone以外の場合

Google play ｽﾄｱApp Store

iPhoneの場合

【資料F】C-learningアプリの利用について

【 スマートフォン用 】

もく
てき

各種システムの利用手引き

資料
F

C-learningアプリの利用について

資料Eでは、メール認証を用いた教務ポータルの
ログイン方法について手順を説明します。

「C-Learning」というアプリをインストールします。
スマートフォンでアプリをインストールするツールを起動します。

手順
①

検索バーで「C-Learning」と検索し
「C-Learning［for Student］」をタップしてください。

手順
②

別のバージョン
（[for teacher]や[for Parent]）
もあるので間違いのないよう
注意してください。

注意



【資料F】C-learningアプリの利用について

アプリをインストールするために、「インストール」をタップします。
手順
③

インストール完了後、アプリを開くために「開く」をタップします。
手順
④

「統合認証でログインする」をタップします。
手順
⑥



【資料F】C-learningアプリの利用について

アカウント通知書の統合認証システムアカウントのユーザーIDと
自身で設定した変更後のパスワードを入力し、ログインをタップします。

手順
⑦

「ユーザー名」と「パスワード」はすべて半角で入力します。
また、アカウント通知書に記載のパスワードは使用しません。
自身で設定した、変更後のパスワードを使用します。

注意

認証方式のドロップダウンリストから、
認証方式を選択し、「選択」をタップします。

手順
⑧

初期設定の方法により、該当の認証方法を選択してください。注意

●アプリ認証の場合

Microsoft Authenticatorを起動

●メール認証の場合

Microsoft Outlook を起動



選択した認証方式により確認したワンタイムパスワードを入力し、
「ログイン」をタップします。

手順
⑨

●アプリ認証の場合 ●メール認証の場合

C-Learning利用方法の詳細については、

(p.73)を参照してください。

注意

科目名

C-learningのトップ画面が表示されます
ここには、教務ポータルで履修登録をした科目が一覧で表示されます

手順
⑩

【資料F】C-learningアプリの利用について
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